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社員一丸で「ブラシ」の生産革新、
多品種小ロット生産の効率向上

　加藤社長は平成12年に入社、平成20年に社長に就
任した途端にリーマン・ショックに見舞われた。その影
響で平成21年9月期の売上高は前期比40%減となり、
大赤字という惨状に陥った。だが「厳しい状況から立ち
上がるために何をすべきか」を必死に考え、社員ととも
に会社全体の変革に向かったことが、今や強みとなっ
ている。
　加藤社長はまず、「トップダウンで物事を進めてきた
創業社長と同じことができるわけではない」と考え、社
内で目標を共有することから始めた。社長就任以前か
ら導入していたITや3S活動（整理・整頓・清掃）のベー
スがあったことも有利に働いた。顧客の求める仕様に
沿ったオーダーメイドのブラシを１個から製造販売する
だけに、いかに生産現場を効率化するかが課題だった。
以前の本社工場は狭く、どうしてもムリ、ムダ、ムラが
発生していた。「工場を移転する」という目標を立て、
平成25年に同じ門真市内の現在地に本社工場を移転
した。トップが明確な方針を示し、全社員が意識を共有
して取り組んだ成功体験が、その後の生産革新活動を
継続・発展させていくための大きな力となった。

　共伸技研は昭和57年に加藤重信氏（現会長）が大阪
府門真市で創業、以来工業用ブラシ一筋に歩んできた。
製造するブラシは「チャンネル式」と呼ばれ、コの字型
に曲げた金属帯材（チャンネル）に2つ折りにした毛材
を入れてかしめて製造する。植え込み式に比べて、植毛
密度の濃いブラシができるのが特徴。基本形は直線状
だが、ロールに巻き付けるなどさまざまな形状に加工し
て、幅広い用途に応えられる。工作機械の切り粉の移
動を防ぐシール用途など、「ふさぐ」機能のほか、ブラシ
で一般的な「きれいにする」機能、毛の材質を変えるこ
とで「削る・磨く」機能を持たせる。
　さまざまな顧客の注文に応じてチャンネル式ブラシ
を一品から製造するほか、異なる方式のブラシも連携す
るブラシメーカーから仕入れて販売する。多品種小ロッ
トのため、顧客数は3000社を超え、ブラシのアイテム
（種類）数は年9000以上にも及ぶ。
　平成20年に2代目社長として加藤克典氏が就任して
からは、ITを積極的に活用し、効率的な生産管理手法
の導入やインターネット販売の拡大など社員と一丸と
なって新たな取り組みにも挑んでいる。

　生産革新など社内のマネジメントの仕組みが整って
きた今、売り上げと利益の拡大を目指している。工業用
ブラシの売上高について加藤社長は「かつては平均株
価と連動していたが、今は変わってきている」と語る。構
造が変わってきた要因を「工作機械にしても国内販売
がわずかになっているためではないか」と分析。このため
工業用ブラシの国内における直接販売を増やすために
は新用途開拓に乗り出している。常に「今、きれいじゃ
ないが、（ブラシを使って）きれいにするとうれしいも
の」を探し求め、新しいブラシの提案を心がける。
　幸い、ユーザーと直接コミュニケーションを図れるイン
ターネット販売の仕組みは整っている。すでに売上高に
おけるネット販売の比率は20-25％に達しており、ネッ
ト販売ユーザーの95％は新規顧客だという。複雑形状
のブラシを1個からでも短納期で販売できる体制を生か
して、新しいブラシを世に送り出していく。

　3S活動をベースとした生産革新活動を発展し、平成
25年に中小企業庁の「ものづくり補助金」を得てオリ
ジナルの生産管理システムを構築した。システムはボト
ルネック工程をスムーズに進めることを中心とし、周辺
工程には負荷がかかってもよいという考え方がベースと
なる。生産リードタイムを3分割し、取りかかる優先順位
を赤、黄、青の3色で表示。工場のディスプレーや工程
表で“見える化”し、効率的な作業を実現している。
　システム導入前は多品種小ロットのブラシ生産工程
が錯綜し、連日各工程の責任者が20分程度話し合って
工程を決めていたが、納期遅れとなる案件もよく発生し
ていた。今は工場長1人がシステムで工程づくりを行い、
自社の都合で発生する納期遅れはほぼゼロになった。
残業の発生も大幅に減少した。工場だけでなく営業担
当者も工程データを駆使した受注活動ができるように
なり、会社全体の能力向上につながっている。
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主な事業内容
各種チャンネルブラシ製造・販売、
各種工業用ブラシ製造・販売

主な取引先（納入先）
工作機械メーカー、産業機械メーカーなど
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【ＴＥＬ】072-885-4344
【ＦＡＸ】072-885-5931
【創　業】昭和57年10月 【設　立】昭和57年10月
【資本金】1,000万円 【従業員】17名

代表取締役 

加藤 克典さん
工作機械など各種生産設備に組み込ま
れている工業用ブラシをオーダーメイドで
1個から製造販売しています。チャンネル式
ブラシを製造する技、設備を常に磨くとと
もに、連携企業も含めた多様なブラシを提
供。お客さまの設備の試作段階からブラシ
形状の仕様についても、製販一体となって
ともに考え、提案も行います。ITを高度に
活用し、生産管理システムやインターネット
販売も活用し、お客さまの利便性向上、生
産コスト削減、短納期の実現につなげてい
ます。
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